
●

ア
ジ

ア

・
フ

ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
挑
戦

ア
ジ

ア
の
女
た
ち

の
現
状
と
私
た
ち

へ
の
挑
戦

伊
従

直
子

序「
ア
ジ

ア
の
女
た
ち
」
の
中

に
本
来
な
ら
私
た
ち
日
本

の
女
性
た

ち
も
当
然
含
ま
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
と
も
に
く
く
れ
な
い

現
実

が
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
百
年
余
り
の
間
に
日
本
は

「脱
亜
入

欧
」

し
た
か
ら
で
あ
る
。

私

た
ち
は
古
代
か
ら
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
は
も
と
よ
り
、
遠
く
、

中
央

ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
及
び
イ
ン
ド
亜
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
文

化
、
経
済
の
面
で
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
た
ち
日
本
人
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
び
と
と
同
じ
ア
ジ
ア
人
で
あ

る
こ
と
、
彼
ら
の
隣
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
き
わ
め
て
う
す
い
。

ま
さ
に

「近
く
て
遠
い
」
人
び
と
で
あ
る
。
彼
ら
に
と

っ
て
も
、
日

本
人

は
決
し
て
自
分
た
ち
の

「隣
人
」
と
は
呼
び
が
た
い
も
の
が
あ

ろ
う
。
彼
ら
は
私
た
ち
日
本
人
の
侵
略
と
搾
取
、
抑
圧

の
対
象

で
し

か
な
か

っ
た
こ
と
を
誰
よ
り
も
よ
く
識

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
化
と
侵
略
行
為

明
治
維
新
に
急
速
に
行
わ
れ
た
近
代
化

は
、
文
明
開
化
、
富
国
強

兵
、
殖
産
興
産
と
い
う
三
本
柱

の
上

に
組

み
立

て
ら
れ

て
推
進
さ
れ

た
。
学
ぶ
も
の
は
西
欧
に
し
か
な
い
か
の
よ
う
に
、
若
者
を
欧
米
に

送
り
、
ま
た
欧
米
か
ら
学
者
を
日
本

に
招
聘

し
て
文
明
開
化
は
は
か

ら
れ
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
産
は
ア
ジ
ア
を
足
場
に
し
て
推
し
進
あ

ら
れ
た
。
即
ち
、
日
清
戦
争
後

の
台
湾
出
兵

か
ら
、
日
露
戦
争
を
経

て
朝
鮮
半
島
を
併
合
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
後

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
台
頭
と

と
も
に
大
陸

に
進
出
、
満
洲
事
変
、
上
海
事
変
を
経
て
日
中
戦
争
、

そ
し
て
太
平
洋
戦
争

へ
と
突
入
し
て
い

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
帝
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国
主
義
の
動
き
の
中
で
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
諸
国
は
侵
略

の
対
象

で
し

か
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
命
と
、
彼
ら
が
築
き
あ
げ
た
美
し

い
文
化
を
足
下
に
踏
み
に
じ

っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
大
戦

の
後
半
に
戦
場
と
化
し
た
地
域
は
、
日
本
と
交
戦
を
し
た
国
ぐ
に
の

植
民
地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
は
戦
争
に
巻
き
こ

ま
れ
、
日
本
軍
の
蛮
行
の
犠
牲
に
供
さ
れ
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
痛
み
つ
け
ら
れ
悔
ら
れ
た
側
か
ら
み
れ
ば
、
彼

ら
が
日
本
と
日
本
人
に
対
し
き
び
し
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
の
は
当

然

で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
へ
の
侵
略
、
略
奪
行
為
に
つ
い
て
日
本

政
府

は
彼
ら
が
満
足
す
る
よ
う
な
謝
罪
も
補
償
も
殆
ど
し
て
い
な
い
。

戦
後
四
十
七
年
が
経
ち
、
日
本
政
府

の
不
誠
実
な
対
応
に
怒
り
を
感

じ
日
本
帝
国
軍
人
に
よ
る
過
去

の
屈
辱
的
犠
牲

に
つ
い
て
証
言
す
る

た
め

に
来
日
し
た
韓
国
の
元
女
子
挺
身
隊
員
の

一
人
は
、
日
本

に
着

い
て

「
日
の
丸
」
と
疊
を
見
た
時
に
胸
の
鼓
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
と
い
う
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
の

気
持
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
痛
み

と
、
彼
ら
が

つ
き

つ
け
て
い
る
問
い
か
け
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

私
た
ち
日
本
人
に
は
ア
ジ
ア
が
余
り
見
え
て
い
な
い
し
、
自
分
が

ア
ジ

ア
人
で
あ
る
と
の
意
識
が
な
い
。

つ
ま
り
、

ア
ジ

ア
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
い
。
日
本

で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性

た
ち
は
日
本
人
の
こ
と
を

「
バ
ナ
ナ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
黄
色
人
種

で
あ
る
の
に
、
中
味
は
白
人
だ
と
。

賠
償
か
ら
経
済
進
出
へ

一
九
四

一
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍
は
真
珠
湾
攻
撃
と
同
時
に
、

マ
レ
i
半
島
に
上
陸
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
攻
撃
、
さ
ら
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
襲
撃
し
て
上
陸
し
、
タ
イ
通
過
命
令
を
下
し
た
。
こ
う
し
て
、

四
年
近
い
日
本
軍

の
東
南

ア
ジ
ア
占
領
が
始

ま
り
、
こ
れ
は
現
地
の

住
民
に
深
い
傷
痕
を
残
し
た
。
戦
争
の
賠
償

は
し
ば
し
ば
戦
勝
国
が

敗
戦
国
に
過
酷
な
要
求
を
行
う
。
第

一
次
世
界
対
戦
後
、
ド
イ
ッ
に

再
起
不
能
の
賠
償
を
課
し
た
結
果
が
や
が

て
ヒ
ト
ラ
ー
を
生
む
こ
と

に
な

っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後

の
日
本

へ
の

賠
償
を
大
巾
に
免
除
さ
れ
、
僅
か
な
こ
と

で
終

っ
た
い
え
る
。
ビ
ル

マ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
旧
南

ベ
ト
ナ
ム
の
四
ヶ
国
に

対
し
、

一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
合
計
三
六
四
三
億
円
が
支
払
わ
れ
、

そ
の
他
、
準
賠
償
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ

ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、

韓
国

に
合
計

一
八
五
四
億
円
が
支
払
わ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
賠
償

は
す
べ
て
実
際

に
は

「
ひ
も

つ
き
援
助
」

で
日
本
の
経
済
復
興
、
戦

争
で
中
止
さ
れ
た
東
南

ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係
再
構
築
に
貢
献
す
る

も
の
だ

っ
た
。
戦
前
用
い
ら
れ
た
人
脈
が
復
興
し
、
賠
償

ロ
ビ
ー
活

動
が
行
わ
れ
、
日
本
と
こ
れ
ら
の
国
々
に
汚
職

の
温
床
が

つ
く
ら
れ

た
。
こ
れ
は
追

っ
て
後
の
O
D
A
や
商
社
活
動

の
基
盤
と
な
る
も
の

"こ
つ

こ
o

みみ

ナ
一
九

六

〇

年

代

の

一
連

の
出

来

事

で
あ

る

ベ

ト

ナ

ム
戦

争
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア
で

の

ス
カ

ル

ノ

の
失

脚

と

西

側

に
親

善

的

な

ス

ハ
ル

ト
新
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体
制

の
成
立
、
共
産
主
義

に
対
抗

で
き
る
東
南

ア
ジ

ア
諸
国
連
合

(A
S
E
A
N
)
、
日
韓
条
約
の
締
結
、

マ
ル
コ
ス
政
権

の
成
立
、

ア

ジ
ア
開
発
銀
行
の
設
立
、
佐
藤
首
相
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
外
資
導
入
法
施
行
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
投
資
奨
励
法
、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
経
済
拡
大
奨
励
法
な
ど
の
成
立
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ

「共
産
化
」
の

中
で
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
と
日
本

の
資
金
を
後
盾
に
ア
ジ

ア
に
外
資
、

援
助

に
依
存
し
た
経
済
開
発
を
強
力
に
推
進
す
る
土
台
を
作
り
上
げ

た
の
で
あ
る
。

七
〇
年
代
に
入
り
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
成
立
後
、
米
軍
は
撤
退

し
、

そ
の
軍
事
力
の
余
白
を
日
本
資
本
は
埋
め
て
い
っ
た
。
六
〇
年

代
末

に
は
貿
易
黒
字
国
に
転
じ
た
日
本
は
貿
易
、
投
資
、
援
助
で
特

に
独
裁
政
権
と
手
を
組
ん
で
空
前
の
成
長
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

南
北
の
格
差

こ
の
猛
烈
と
も
い
え
る
日
本

の
経
済
発
展
に
よ
る
海
外
進
出
は
、

日
本
と
相
手
国
の
間
に
埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
格
差
を

つ
く
り
だ

し
た
。
韓
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
は
徐
々
に
中
進
工
業

国
の
仲
間
入
り
を
し
た
も
の
の
、
対
外
債
務
を
み
れ
ば
、
韓
国
三
九

三
億

ド
ル
、
タ
イ
ニ
七
三
億
ド
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
七
〇

一
億
ド
ル

に
も
上

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
ぐ
で
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
壊

は
少

し
豊
か
に
な

っ
て
も
、
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
層
は
厚
く
、
貧
し

い
人

た
ち
は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な

っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
増
巾
す
る

南
北

の
格
差
は
、
所
得
高
で
み
る
と
、

一
九
六
〇
年
代
に
は

一
対

一

○
で
あ

っ
た
も
の
が
、
八
〇
年
代
に
は

一
対

一
七
に
な

っ
た
。

こ
の
貧
困
化
を
具
体
的
に
え
が
け
ば

ソ
ウ
ル
、

マ
ニ
ラ
、
バ
ン
コ

ク
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
な
ど
の
都
市
の
ス
ラ
ム
人

口
が
増
加
の

一
途
を
た

ど
り
、
都
市
人
口
の
三
分
の

一
か
ら
二
分

の

一
を
占
め
て
い
る
。
教

育
も
義
務
教
育
は
制
度
と
し
て
あ

っ
て
も
、
就
職
率
は
低
く
、
た
と

え
ば
就
学
し
て
も
退
学
率
は
高
く
な
り
、
教
育
を
就
了
で
き
る
者
の

数
は
低
下
し
て
い
る
。
中
で
も
伝
統
的
な
性
差
別
に
よ
り
、
女
性
は

男
性
よ
り
さ
ら
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。

南
の
国
の
女
た
ち

一
九
七
五
年
に
国
連
が
提
唱
し
た

「平
等
、
開
発
、
平
和
」
の
た

あ
の
い
わ
ゆ
る

「国
際
婦
人
十
年
」
が
開
幕
さ
れ
、
こ
れ
を
期
に
実

態
調
査
に
基
づ
く
女
性
に
関
す
る
数
々
の
事
実
が
明
か
る
み
に
出
さ

れ
た
。
人
類
の
二
分
の

一
を
占
め
る
女
性
が
食
糧
生
産

の
二
分

の

一

か
ら
五
分
の
四
を
担

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
得
は
男
性

の

十

一
分
の

一
で
し
か
な
い
。
女
性
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
家
庭

で
の

食
糧
生
産
、
飲
料
水
や
燃
料

の
補
給
か
ら
家
事
、
育
児
と
多
様
に
わ

た
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
貢
献
度
が
高
く
て
も
、
女
と
し
て
生
ま
れ

る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
ず
、
伝
統
的
性
差
別
の
中
で
常
に
男
児
が
優
先

さ
れ
、
イ
ン
ド
の
よ
う
に
結
婚
し
て
も
持
参
金
が
低
け
れ
ば
焼
き
殺

さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
の
と

る
工
業
化
政
策
や
観
光

政
策
に
よ

っ
て
女
性
が
酷
使
さ
れ
、
搾
取
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
。
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工
業
化
政
策
と
女
性

ア
ジ

ア
で
は
幾

つ
か
の
例
外
を
残
し
て
、
殆
ど
の
国
は
か

つ
て
の

植
民
地
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
政
治
的
独
立
を
果
た
し
、
開
発

に
よ
る
国
家
建
設
を
始
あ
た
。
先
進
工
業
国
は

一
九
六
〇
年
代
に
国

連
が
提
唱
し
た

「国
連
開
発
十
年
」
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ

れ
ら

の
国
ぐ
に
に
資
本
と
技
術
の
投
入
を
行
い
、
そ
の
輸
出
志
向
型

工
業
化
を
図

っ
た
。
日
本
か
ら
は
現
地
の
安
い
原
料
と
労
働
力
、
関

税
の
免
除
、
そ
の
他
の
好
条
件
を
享
受
し
て
進
出
し
た
。
ち
な
み
に
、

製
造
分
野
の
み
に
限

っ
て
も
、
そ
の
進
出
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

九
八
二
年

一

九
九
〇
年

全
世界アジ

ア

二
六
五
九
社一六八六社

四
一

九
六
社二三一八社

誘
致
国
は
こ
れ
ら
外
資
系
企
業
の
た
め
に

「自
由
貿
易
地
域
」
ま

た
は

「輸
出
加
工
地
区
」
と
呼
ば
れ
る
工
業
団
地
を
造
り
、
こ
れ
は

外
国
企
業
の
租
界

で
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
や
関
係
者
以
外
の
人
の

出
入

り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
内
で
準
委
託
加
工
を
行
い
、

空
港

や
港
湾
周
辺

の
地
方
都
市
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
韓
国

の
馬
山
や
裡
里
、
台
湾
の
高
雄
や
台
中
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
タ
ー
ン

や
セ
ブ
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
郊
外
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。

こ
こ
で
働
く
大
部
分

の
労
働
者
は
女
性

で
あ
る
。
失
業
率
が
高
く
、

現
金
収
入

の
少

い
農
村
地
域
か
ら
若
く
て
体
力
が
あ
り
、
特
に
視
力

が
あ
り
、
手
先
の
機
用
な
女
た
ち
の
需
要
が
高
い
。
例
え
ば
、
以
前

見
学

し
た
こ
と

の
あ
る
台
中

の
輸
出
加

工
地
区

の
米
国
系

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
の
電
子
頭
脳
組
み
立

て
の
工
場

で
は
、
若
い
女
子
労
働

者
た
ち
が
十
数
名
つ

つ
の
班
に
分
け
ら
れ
、
顕
微
鏡
を
の
ぞ
き
な
が

ら
の
組
み
立
て
作
業
を
行

っ
て
い
た
。
彼
女

た
ち
は
班
毎
に
ノ
ル
マ

を
こ
な
し
、
成
績
向
上
を
目
指
し
て
競
争
す
る
仕
組
に
な

っ
て
い
た
。

製
品
チ
ェ
ッ
ク
と
管
理
職
の
み
が
男
性

で
占

あ
ら
れ
、
明
ら
か
に
家

父
長
制
労
働
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
班
に
は
女

性
の
班
長
が
い
て
、
女
性
間
の
分
断
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
地
方
出

身
者
の
彼
女
た
ち
は
高
い
セ
メ
ン
.ト
の
塀
と
鉄
条
網

で
囲
ま
れ
た
輸

出
加
工
地
区
内
に
あ
る
寮
の
タ
コ
部
屋
同
然

の
部
屋
に
寝
起
き
し
て

い
る
。
彼
女
た
ち
は
労
働
組
合
を
結
成
す
る

こ
と
は
で
き
て
も
ス
ト

権
が
な
い
。
彼
女
た
ち
は
時
間
外
労
働
を

こ
な
し
、
疲
れ
て
帰

っ
て

き
て
も
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
た
り
し
な

い
よ
う
に
趣
味

の
教
室
な

ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
外
界
と
接
触
し
な
い
よ
う

に
日
用
品
そ
の
他
も
寮
内
の
購
買
で
調
達

で
き
る
。
も
し
、
文
句
を

い
う
者
、
権
利
を
主
張
す
る
者
、
体

に
不
調
を
き
た
し
職
業
病

の
疑

い
の
あ
る
者
が
出
れ
ば
簡
単
に
解
雇
さ
れ
、
ま
さ
に
使
い
捨

て
労
働

者
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
韓
国
の
例
で
日
系
企
業
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
紹
介

し
よ
う
。
韓
国
は
朴

(
一
九
六
三
年
～

一
九
七
九
年
)、
全
斗
煥

(
一
九
八
〇
～

一
九
八
七
年
)
、
慮
泰
愚

(
一
九
八
八
年
～
)
な
ど
三

政
権
を
通
じ
て
外
資
系
企
業
誘
致
に
よ
る
工
業
化
政
策
を
と

っ
た
。
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朴
政
権
下
に
は
日
米
合
わ
せ
て
七
四
九
社

(主
と
し
て
運
動
靴
、
衣

料
品
、
家
具
、
電
子
製
品
)
が
、
九
〇
年

に
は

一
八

一
六
社

に
ふ
え

た
。

こ
れ
ら
の
工
場

で
働
く
労
働
者

の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
二
四
才

以
下

の
女
性

で
、
給
料
は
男
子
の
四
五

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
分
以

下
し
か
貰

っ
て
い
な
か

っ
た
。
覚
醒
剤
を
用
い
て

一
日
二
〇
時
間
か

ら
二
四
時
間
働
か
さ
れ
、
事
故
を
初
あ
、
呼
吸
器
、
関
節
炎
、
視
力

障
害

な
ど
の
職
業
病
や
集
団

ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起

こ
す
こ
と
も
あ

っ
た
。

他
方
、

一
九
七
〇
年
、
チ

ョ
ン
・
テ
ィ
ル
の
焼
身
自
殺
に
よ
る
抗
議

を
発
端
と
し
て
組
合
運
動
の
活
動
が
発
展
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

い
や
が
ら
せ
、
暴
行

(女
性
に
は
性
的
暴
行
)
を
受
け
る
な
ど
し
て

切
り
捨

て
ら
れ

て
い

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
労
働
者
を
弾
圧
し
搾

取
し

て
利
益
を
上
げ
て
い

っ
た
進
出
企
業
で
働
く
労
働
者
は
八
七
年

末

の
民
主
化
闘
争
の
高
ま
る
な
か
で
、
全
国
的
に
結
成
さ
れ
た
企
業

内
労
働
組
合
が
勝
ち
と

っ
た
賃
上
げ
や
労
働
時
間
短
縮
な
ど
の
影
響

を
受

け
た
。
こ
の
た
め
八
九
年
に
は
遂
に
進
出
企
業
の

一
三
社
が
廃

業
、

三
社
が
休
業
、

一
五
社
が
八
千
人
以
上
の
人
員
削
除
な
ど
を

行

っ
た
。
あ
る
企
業
は
生
産
拠
点
を
よ
り
賃
金
の
安
い
中
国

(韓
国

の
十
分
の

一
)
な
ど
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
労
働
者
の
怒

を
買

っ
た
の
は

一
枚
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
張
り
紙

一
枚
で
従
業
員
を

解
雇
し
、
以
後
の
対
業
も
会
社
整
理
も
し
な

っ
た

コ
イ
ル
メ
ー
カ
ー

の
ス
ミ
ダ
電
気

(東
京
都
葛
飾
区
)、

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
メ
ー
カ
ー

の
タ

ナ
シ
ン
電
気

(東
京
都
世
田
谷
区
)、

ス
キ
ー
用
手
袋

メ
ー

カ
ー
の
ス
ワ
ニ
i

(香
川
県
大
川
郡
)
な
ど
は
日
本
で
も
注
目
を
あ

び
た
。
生
計
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
労
働
者
が
代
表

(殆
ど
が
女
子

労
働
者
)
を
日
本
に
送
り
、
本
社
の
前
に
坐
り
こ
み
を
す
る
な
ど
し

て
、
会
社
側
の
謝
罪
と
解
雇
撤
回
、
工
場
再
開
を
要
求
し
た
か
ら
で

あ
る
。
彼
女
た
ち
と
日
本
の
支
援
団
体
に
よ
る
日
本
政
府
、
国
会
議

員

へ
の
要
請
、
集
会
、
デ
モ
、
地
域

へ
の
ビ

ラ
ま
き
、
抗
議
電
話
、

ハ
ン
ス
ト
な
ど
の
運
動
を
殆
ど
半
年
に
わ
た

っ
て
展
開
し
、
遂
に
三

社
は
そ
れ
ぞ
れ
金
で
決
着
を

つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
女
子
労

働
者
た
ち
は

一
応
の
勝
利
を
お
さ
め
た
。

海
外
出
稼
ぎ
女
子
労
働
者

前
述
し
た
よ
う
な
構
造
的
な
貧
困
ゆ
え

に
海
外
に
女
性
が
出
稼
ぎ

に
出
て
行
か
ざ
る
を
え
な
い
国
ぐ
に
が
こ
の
十
年
間
ア
ジ
ア
で
ふ
え

て
き
た
。
渡
航
の
自
由
化
と
と
も
に
よ
り
豊

か
な
国
の
底
辺
労
働
力

不
足
が
引
力
と
な

っ
て
働
く
。
特

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

ス
リ
ラ

ン
カ
、
又
、
受
入
れ
国
で
あ
る
と
同
時
に
送

り
出
し
国

で
あ
る
韓
国
、

台
湾
な
ど
か
ら
、
日
本
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

へ
と
働

き
に
出
る
ア
ジ
ア
の
女
性

の
數
は
増
加
し

て
い
る
。
職
種
は
主
と
し

て
北
ア
メ
リ
カ
で
は
看
護
婦

(特
に
夜
勤
)

サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
英
国
、

ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
家

事
手
伝

い
、
日
本
や
ド
イ
ッ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ス
イ
ス
な
ど
で
は
性
産

業
と
、
た
と
え
教
育
を
受
け
て
い
て
も
こ
れ
ら
の
仕
事
の
他
に
需
要

が
な
い
。
家
族
や
友
人
の
コ
ネ
を
使

っ
て
就
職
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
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殆
ど
斡
旋
業
者
を
通
す
の
で
か
な
り
搾
取
さ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
歴
史
を
か
え
り
み
る
時
、

日
本

が
高
度
成
長
を
遂
げ
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
多
く
の
男
性
が
い

わ
ゆ
る

「
セ

ッ
ク
ス
・
ツ
ア
ー
」

で
ア
ジ

ア
の
国
ぐ
に
に
出
か
け
始

め
た

こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
ま
ず
日
本
語
の

通
じ
る
台
湾

へ
、
そ
こ
で
市
民
た
ち
の
反
対
運
動
に
会
う
と
韓
国

へ

「
キ
ー
セ
ン
観
光
」

に
、

さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
へ
と
前
進
し

て
い

っ
た
。

こ
れ
は
既

に
述

べ
た
日
本
企
業

の
進
出
に
伴

っ
て
い
る

こ
と
も
明
白

で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本

の
男
性
を
客
と
し
た
女
性
た

ち
が
八
〇
年
代
に
入
り
、
彼
ら
を
追
う
よ
う
に
日
本

に
来
始
め
た
の

で
あ
る
。

日
本
で
も
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
ま
で
、
貧
し
い
九
州
の
若

い
女

性
た
ち
が

マ
ニ
ラ
、
サ
イ
ゴ
ン
、

マ
レ
ー
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
の
港
町

を
筆
頭
に
カ
ル
カ

ッ
タ
、
ボ
ン
ベ
イ
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
や
サ
ン
ジ
バ
ル
ま
で

「か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
し
て
送
ら
れ
、

外
貨
を
稼
い
だ
歴
史
が
あ
る
。
今
で
は
同
じ
ル
ー
ト
を
ア
ジ
ア
の
女

性
た
ち
が
日
本
に
向

っ
て
や
っ
て
来
る
。
彼
女
た
ち
は
豊
か
に
な

っ

た
日
本
の
女
性
た
ち
が
も
は
や
働
か
な
い
性
産
業
に
肩
代
り
と
し
て

組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
前
借
金
、
賃
金
不
払
い
、
監
禁
、
暴

力
、
強
制
売
春
、
麻
薬
、
酒
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
で
、
彼
女
た
ち

は
身
心
に
多
大
の
障
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
観
光
ビ
ザ
で
歌
手

や
ダ

ン
サ
ー
と
し
て
日
本
に
来
る
女
性
も
い
る
が
、
観
光
ビ
ザ
で
入

国
し
、
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ィ
し
て
働
く
女
性
が
多
く
、
彼
女
た
ち
が
受

け
る
あ
ら
ゆ
る
不
正
に
対
し
て
極
め
て
不
利

な
立
場
に
置
か
れ
て
い

る
。彼

女
た
ち
が
何
故
来
る
の
か
、
来
る
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
、
ま
た
就

労
に
お
け
る
搾
取
の
構
造
、
処
遇
を
考
え
る
時
、
彼
女
た
ち
の
問
題

は
私
た
ち
日
本
人
の
問
題
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
私
た
ち
を
映
し
出

す
鏡
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
彼
女
た
ち
は
し
ば
し
ば

「売
春
婦
」
「
エ
イ
ズ
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
、
偏
見
と
差
別
、
蔑

視
の
対
象
と
な
る
。
か

つ
て
五
百
人
に
も

の
ぼ
る
日
本

の
男
が
海
外

に
売
春
宿
を
経
営
す
る
売
春
誘
拐
業
者
で
あ

っ
た
の
に

「
か
ら
ゆ
き

さ
ん
」
は
し
ば
し
ば

「密
航
婦
」
と
か

「醜
業
婦
」
と
呼
ば
れ
た
の

と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
加
害
者
が
手
を
洗

い
、
被
害
者
、
犠
牲
者
が

代
り
に
非
難
さ
れ
、
差
別
の
対
象
と
な
る
。

日
本
の
女
性

へ
の
問
い
か
け

初
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、

「脱
亜
入
欧
」

し
た
私
た
ち
は
百
年
余

の
歴
史

の
中

で
何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
、

ま
す
ま
す

「脱
亜
」
の
態

度
を
固
め
て
い
る
。
少
く
と
も
彼
ら
の
側
か

ら
み
れ
ば
そ
う
な
の
だ
。

軍
事
侵
略

に
続
く
経
済
侵
略
と
性
侵
略
に

つ
い
て
反
省
の
色
も
な
い
。

相
手
の
受
け
た
痛
手
を
か
え
り
み
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
責
任
を
と
る
こ
と
を
し
な
い
。

こ
れ
で
は
同
じ
ア
ジ

ア
に
生

き
る
人
び
と
が
私
た
ち
を
隣
人
と
感
じ
な

い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
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私

た
ち
も
女
性
と
し
て
今
も
続
く
こ
れ
ら
三

つ
の
形
の
侵
略
に
ど

の
よ
う
に
組
み
こ
ま
れ
、
協
力
し
、
支
え
て
き
た
の
か
を
き
ち
ん
と

と
ら

え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
治
か
ら
昭
和
の
日
本
の
近
代
国
家

発
展

の
過
程
の
中
で
女
性
が
そ
の
置
か
れ
た
底
辺
で
何
を
さ
せ
ら
れ

て
き
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
洗
い
出
し
、
認
識
し
直
す
時
、
見
え
て

く
る

の
は
男
性
の
論
理
、
女
性
に
対
す
る
差
別
と
蔑
視
、
そ
こ
に
甘

ん
じ

て
き
た
女
た
ち
の
姿
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
日
々
直
面
す
る

差
別
と
抑
圧
、
性
的
暴
力
と
い
っ
た
反
女
性
的
な
体
制
が
、
即
ち
、

ア
ジ

ア

・
第
三
世
界
に
対
す
る
侵
略
、
収
奪
、
そ
し
て
差
別
の
構
造

と
全

く
同
じ
で
あ
る
。
日
本
の
女
性
が
ま
さ
し
く
南
北
問
題
の
南
に

位
置
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

確

か
に
こ
の
二
〇
年
間
、
私
た
ち
日
本
の
女
性
を
と
り
ま
く
状
況

は
変

っ
た
。

「性
差
別
撤
廃
条
約
」

も
批
准
さ
れ
、

男
女
平
等
参
加

社
会
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
経
済
大
国
化
は
女
性
を

踏
み
台
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
女
性
の
抑
圧
、
搾
取
な
し
に
は
到
達

で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
豊
か
な
社
会
で
飽

食
と
繁
栄
を
楽
し
ん
で
い
る
女
性
た
ち
の
目
は
こ
れ
を
見
な
い
。
今

こ
そ
、
ア
ジ
ア
の
女
性
と
日
本
の
女
性
は
同
じ
抑
圧
的
な
シ
ス
テ
ム

に
対
決
す
る
た
め
に
手
を

つ
な
ぐ
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

(い
よ
り

な
お
こ

・
ア
ジ

ア
の
女
た
ち
の
会
)

*

一
九
九
二
年
六
月

一
二
日

の

「文

化
学

原
論
」

学
外
講

師
と
し

て
の
お
話

を
も
と

に
文
章
を

い
た
だ
き
ま
し
た

(編
集
部
)
。

伊
従
直
子

(
い
よ
り

・
な
お

こ
)
氏

の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

ベ
リ

ス

・
メ
ル
セ

ス
宣
教
修
道
女
会
所
属

日
本

カ
ト
リ

ッ
ク
正
義

と
平
和
協
議
会
会
員

主
著

『
ア
ジ
.ア
の
開
発

・
民
衆

レ
ポ
ー
ト
』

(明
石
書
店
)

『
ス
ラ
ム
民
衆
生
活
誌
』

(共
著
、
明
石
書
店
)

『
居
住

へ
の
闘

い
』

(共
著
、
明
石
書
店
)

『
ア
ジ

ア
か
ら
来

た
出
稼
ぎ
労
働
者
た
ち
』

(共
著
、
明
石
書
店
)

『
ス
ラ
ム
の
環
境

・
開
発

・
生
活
誌
』

(共
著
、
明
石
書
店
)
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